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D i s c o v e r  O s a k i

お・ら・ほ・の・ま・ち地域発

自分の住む地域を「おらほ」というと、親しみや愛着を感じませんか。

おらほの地域づくり、おらほの隠れた名所、おらほのおいしい特産

品、おらほの伝統のまつり、おらほのイベント・・・。

そんな、愛してやまない「おらほの地域」を発信します。
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▲「おおさき産業フェア2019」は、大
崎のものづくり技術や製品を発信し、
多くの来場者が訪れました。

将来への手がかり、大人への一歩を踏み出す

季節を巡る山歩き

　

韓
国
版
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
「
宮
城

オ
ル
レ
」
で
県
内
初
の
内
陸
コ
ー

ス
と
な
っ
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温
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28
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。
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ボ
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。
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史
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。
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。

▲鳴子温泉郷を見渡せる日本こけし
館で、思い出を撮る外国人観光客

▲オープン当日は、宮城野部屋力士が
名物「なる子ちゃんこ鍋」でおもてなし
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を
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。
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に
も
掲
載
し
て
い
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す
。

▲最優秀賞、優秀賞を受賞した皆さん

大崎市民憲章書道コンクール最優秀賞・優秀賞受賞者

区分 氏名 学校・学年

最優秀賞

（2人）

▼  髙橋 葵さん

▼  今野 雛花さん

敷玉小学校6年
古川南中学校3年

優秀賞

（7人）

▼  松江 緋那さん

▼  小谷 瑠奈さん

▼  金沢 日和さん

▼  佐々木 結衣さん

▼  鈴木 凛子さん

▼  渋谷 友唯さん

▼  山崎 柊花さん

岩出山小学校3年
西古川小学校4年
古川第三小学校5年
敷玉小学校6年
古川黎明中学校1年
古川黎明中学校2年
田尻中学校3年

　10月10日、桜田屋敷里山散策路「ふじコース」ウォーキン

グが開催され、田尻地域内外から40人が参加しました。

　「ふじコース」の出発点である「桜田屋敷」は、築200年を超

える古民家です。現在は、郷土料理の提供や民芸品の展示・

販売、音楽会の開催に利用されています。

　散策路は、間伐に使われた林道を「桜田屋敷を考える会」ボ

ランティアが、加護坊山山頂まで歩いて行けるよう整備した

路
みち

です。「ふじコース」は、やや急な上り下りが続きますが、杉

や栗、松林など、いろんな木々の中を歩き、さまざまな山野草

も見ることができます。

　参加者は、「木漏れ日で映える木々や花が、とてもきれい」、

「季節ごとに違う花を見に、春や夏にまた歩きに来たい」、「巨

大ふじの木の下を通るルートが珍しくて面白い」と風景や森

林浴を楽しみながら、足取り軽くウォーキングをしていまし

た。

▲「桜田屋敷」の営業は、4月～10月（不定休）

▲元気よく歩き、ウォーキングを楽しむ参加者

　10月11日、三本木中学校の「キャリアセミナー」

が、「三本木と学校をつなぐ会」のコーディネート

で3年生80人を対象に開催されました。

　「キャリアセミナー」は、生徒が将来を考えるた

めの手掛かりや社会に出るにあたっての大切な姿

勢を、さまざまな業種の人との「出会い」を通じて

学ぶ場です。この日は、英会話教室講師や地元菓

子店のパティシエなど、三本木地域に縁がある人

たちが講師とし

て、「なぜ、今の仕

事をしているの

か」、「仕事のやり

がい」を自身の経

験を交えて、対話

形式で講義をし

ました。

　講師は、部活や

遊びで友達と過ご

す時間の大切さな

ど、勉強以外に重

要なことを伝えて

いました。

　普段あまり触れ

ることのない職業

について理解を深

め、身近な大人以外の「生き方」に接することで、社

会に対する視野を広げられるのが、キャリアセミ

ナーの狙いでもあります。

　参加した生徒は、「将来なりたい仕事に就くため

に、何を頑張ればいいですか」と真剣に将来を考え

る質問をしたり、「両親と先生以外の職種を知るこ

とができて、就職するときの選択肢が広がった」、

「起業して、自分の好きなことを仕事にしてみた

い」など、将来の夢や希望を膨らませていました。

▲講師の仕事の魅力を聞き、将来を
考える機会となりました

▲自分の将来なりたい仕事や夢など、
講師との会話が弾みます


